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件 名 温泉街再生プロジェクトがグッドデザイン賞を受賞 

 

長門湯本温泉では、長門湯本温泉観光まちづくり計画に基づき、温泉街の再生・リノベ

ーションが進行しています。 

このたび、公民連携により市・地域・事業者が一体となった先進的な取組が評価され、

2020年度グッドデザイン賞を受賞しました。 

 

１ 受賞概要 

受賞対象 ：長門湯本温泉観光まちづくりプロジェクト 

受賞代表者：長門湯本温泉観光まちづくり推進会議 委員長 江原 達也 

      長門湯本温泉観光まちづくりデザイン会議 司令塔 泉 英明 

事業主体 ：長門市、株式会社星野リゾート、長門湯守株式会社 

長門湯本温泉まち株式会社 

分  類  ：17-03街区・地域開発 

評価ﾎﾟｲﾝﾄ ：衰退した温泉地の再生プロジェクト。事業者が公共空間を含むマスター

プランを提案し、公民が連携して総合的なデザインに落とし込んでいる

ことや、主に都市的な環境で用いられてきたデザインレビューや社会実

験を取り入れていることなど、新たな挑戦をしており、それが質の高い

空間に結実している。再生を目指す各地の温泉地で、大型宿泊施設の囲

い込みから施設を巡る形式へと移行する動きがあるが、ここではさらに

その先の、エリアそのものの豊かな体験へと向かおうとしている。観光

だけでなく住み働く地域としての魅力も高める方法は、持続可能な観光

のひとつのヒントではないだろうか。 

 ※受賞概要の詳細はグッドデザイン賞ＨＰ（http://www.g-mark.org/）を参照 

 

２主催 

公益財団法人日本デザイン振興会（会長：川上元美、所在地：東京都港区） 

 

３市長コメント 

 このたびは、グッドデザイン賞を受賞できましたこと、とても嬉しく思います。 

今回の受賞は、これまで、地域住民をはじめ、民間事業者と行政との公民連携によ

り、外部専門家の知見も取り入れ進めてきた先進的な取組が評価されたものです。 

 また、地域の方々の多大なるご尽力に対する感謝と事業者の果敢なチャレンジへの

敬意を申し上げます。 

コロナ禍により観光産業は大変困難な状況にありますが、引き続き、地域の皆様と

民間事業者、行政が一体となって、全国温泉地ランキングトップ１０入りを目指し、

より良い観光まちづくりを進めてまいります。 

 

 



 

４ グッドデザイン賞とは（ＨＰより引用） 

グッドデザイン賞は、デザインによって暮らしや社会をよりよくしていくための活

動です。1957 年の開始以来、シンボルマークの「Ｇマーク」とともに広く親しまれ

てきました。グッドデザイン賞は、製品、建築、ソフトウェア、システム、サービス

など、私たちを取りまくさまざまなものごとに贈られ、かたちのある無しに関わらず、

人が何らかの理想や目的を果たすために築いたものごとをデザインととらえ、その質

を評価・顕彰しています。毎年４月の応募から、「一次審査」「二次審査」を経て、そ

の年の「グッドデザイン賞」を決定します。10 月上旬に「受賞発表」、さらにベスト 

100 に選出されたデザインから「ベスト 100 プレゼンテーション・金賞審査会」を

経て、「金賞・ファイナリスト」が決定します。10 月下旬にその年のすべての受賞デ

ザインを展示紹介する「受賞展」が開催され、「受賞祝賀会」で「大賞」を決定しま

す。 

 

2020年度グッドデザイン賞受賞結果（カッコ内：対前年比） 

 受賞件数 ：1,395件（-25件） 

 受賞企業数： 974社（+34社） 

 審査対象数：4,769件（- 3件） 

 

 


